
第３章 千葉県における先進的な取組

１ エネルギーフロントランナーちば推進戦略の展開  
（京葉臨海コンビナート地域における企業間連携による省エネルギーと
CO2削減に向けた取組み）

（１）戦略策定の背景・目的

京葉臨海コンビナート地域（五井地区）

京葉臨海コンビナート地域の概要

成田国際空港



（２）策定の経過

宣言文に署名する堂本知事



（３）戦略の概要

ア　戦略の基本的視点
（ア）企業間連携及び企業・国・県の連携

（イ）地域の強みを生かした取組

（３）戦略の取組方向

ア　競争力強化に向けた取組

※　以下の取組を推進することにより、最大で原油換算約47万kl ／年の省エネル
ギー効果、CO2については、最大、約130万t-CO2 ／年の削減が期待されます。

（ア）冷熱の活用

京葉臨海コンビナート地域における企業間連携の進め方



（イ）熱電の共用

（ウ）重質留分の活用

（エ）水素の活用

（オ）その他、競争力強化に向けた取組

イ　地域との共生に向けた取組

（ア）コンビナートと周辺地域との連携による省エネ・環境調和型地域づくり

（イ）産業観光・環境教育・実践型教育推進のモデル地域づくり



（ウ）地球環境・エネルギー・生物資源等の学術研究拠点の形成

（エ）人･自然･文化の調和･共存を支える「千葉の里山･森づくり」

（４）戦略の展開

ア　競争力強化に向けた取組

※　以下の取り組みを推進することにより、最大で原油換算約22万kl ／年の省エ
ネルギー効果、CO2については、最大、約59万t-CO2 ／年の削減が期待できます。

（ア）重質留分を活用した環境調和型ボイラの設置（重質留分の活用、熱電の共用）

環境調和型ボイラシステムのイメージ



（イ）ＬＮＧ基地における極低温冷熱を活用したエチレンの液化（冷熱の活用）

（ウ）高効率熱電供給施設の共同設置（熱電の共用）

イ　地域との共生に向けた取組

（ア）省エネ・環境調和型地域づくり

（イ）産業観光・環境教育・実践型教育推進モデル地域づくり

（ウ）人・自然・文化の調和・共存を支える「千葉の里山・森づくり」

（４）戦略の推進体制

冷熱活用イメージ

高効率熱電供給施設の共同設置イメージ



２ 本県独自の条例制定
（１）千葉県揮発性有機化合物の排出及び飛散の抑制のための取組の促進に関する条例
ア　条例制定の背景

イ　条例制定の必要性

ウ　条例の概要
（ア）「自主的取組の促進に関する指針」の策定

（イ）自主的取組計画書等の作成及び提出



（ウ）公表





（２）　千葉県硫酸ピッチの生成の禁止に関する条例

ア　条例制定の背景
（ア）硫酸ピッチとは

（イ）硫酸ピッチの生成原因

（ウ）不法投棄の現状



（エ）不法投棄された硫酸ピッチの撤去状況

（オ）　現行法における硫酸ピッチ対策

腐食して中身が漏れ出しているドラム缶



（カ）条例制定の必要性

イ　条例の概要




